
「きらめき歌声コンサート」（深谷市川本公民館ホール）にて公演（第６２回） 

平成３０年１月１３日(土) 深谷市教育委員会主催ふか

や市民大学校友会共催「ふかや市民大学きらめきコンサ

ート」に元熊谷学園の同窓生の大澤健様(校友会会長)に

招かれ「いきがい熊谷座」今年度初公演を行いました。 

会場は川本公民館で立派なステージ、１階は５００人、 

２階は１００人の観客席があり、最初会場をみた時には、 

皆さん立派な施設に緊張が走りましたが、時間が経つと 

“ヨシッ、やってやるぞ”の意気込みが出て来ました。 

 

まずは腹ごしらえと、楽屋に用意さ

れた昼食を食べ３０分間のリハーサ

ルに望みました。 

音合わせ、各人の立ち位置等を

決め、座長がハンドマイクを使い口

上が会場に良く届く様に本番と同様

に入念にリハーサル。 

 

市長の挨拶の後トップバッターでさあ本番です。 

４００名を超える観客の前で、先ずは「南京玉すだれ基本」 口上も会場へ良く通り、懸案の五輪マークは座長が

さっとマイクを置いて五輪マークに参加、見事に成功で一際大きな拍手を戴きました。 

 

 

続いての「ああ人生に涙あり」はいつもの練

習より上手く行きました。皆さん本番に強いで

す。（笑） 

 

 

 

「キヨシのズンドコ節」は会場から“キヨシ”

コールを頂き我々も気を良くして演技。 

 



 

当日、入場者に配布されたプログラムには「いきがい熊谷座」の

プロフィールも記載されていました。 

一般入場者は有料(\300)で、チケットを購入しての入場でした。 

 

 

 

 

 

 

 

最後の『麦畑』はフィニッシュのハートマークもばっち

り決まり大拍手 

 

 

 

 

 

 

 

 

「いきがい熊谷座」メンバーの名刺例 

 

スタッフの方からも好評でした。帰り際、地元の N さ

んに後程お願いしたいので連絡先をとの話が有ったと

の事。連絡先は我々全員がカラフルな名刺を持ってい

るので即対応出来ます。名刺を作って良かったと思っ

ています。 

今回の公演で感じた事は、大観衆の前でも、皆さん場

慣れしたのか、度胸がついたのか、どこで演っても練習

よりも上手く出来ています。 感心！感心！です。 

 

記 磯田 壯男 


